
販売商品に対する業者の瑕疵
担保責任

�

消費者の検査通知義務�

消費者が様々な消費行動に従事
するとき、瑕疵（欠陥）がある
商品を買ってしまうのは避けられ
ません。この場合、消費者はど
んな権利を主張でき、いかにし
てトラブルを解決するのか？消
費者が買い物するときの権利と
義務について、参考までにまとめ
てみました。

❶商品を消費者に引き渡すとき、商品 
     が完全である必要があり、欠陥があ
     ってはいけません。

❷商品は、保証された品質を備えて
    いなけれ ばなりません。

❸すぐに知ることができない瑕疵の場
    合、後になって発見したときに、消
    費者はただちに業者に通知しなけ
    れ ばならず、通知しなけれ ば、入
    手した商品に欠陥がないことを認め
    たことになります。

消費者の権利

❶ 消 費 者 が 欠 陥 商 品 を買ってしまっ
たとき、以下の権利を主張できます。

⓵ 商 品 に 瑕 疵 が あ れ ば 、 業 者 は 瑕 疵 担
保責任を負う必要がある
消費者は返品または減額を主張できます。た
だし、消費者が返品を主張するのが公平性を
欠くとき、 消 費 者 が主 張できるのは 減 額 のみ
です。

⓶ 商 品 が 業 者 によって保 証された 品 質 を
持ち合 わせていない、 或いは 業 者が故 意
に商品の瑕疵を告知しなかった
商 品の品 質 が、 業 者によって保 証された品 質
に及 ばない場合、消費者は損害賠償を請求、
または上述の権利を主張できます。

⓷商品を指定できる種類
消費者は同類で無瑕疵の商品の引渡し（交換）
を請求、または上述の権利を主張できます。

❷ 消 費 者 が商 品 に瑕 疵 を発 見した場
合、すみやかに業者に通知するととも
に、6カ月以内に権利を主張しなけれ
ばならず、瑕疵がすぐに発見できない
商 品 の 場 合 、 消 費 者 が 権 利 を主 張で
きる期 間 は 、 購 入から5 年 以 内に限ら
れます。
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消費者が買
い物するときの
権利と義務
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❶消費者は買い物をしたとき、すみ 
    やかに瑕疵の有無を検査し、瑕疵
    を発見したときは、即座に業者に
    通知しなけれ ばなりません。

❷通常の検査では発見できない瑕疵
    を除き、消費者が即座に業者に通
    知しなかった場合、入手した商品に
    欠陥がないことを認めたことになり
    ます。
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❸ 商品購入後に気が変わって買いたくな
     くなった
　 営業所外契約（例：ネットショッピング）
　 または業者が別途規定している場合を除
　 き、商品の返品（交換）を要求できませ
　 ん。

❹レシートがない場合、いかにして権利を
     主張するか？
　 消費者は、商品を業者から購入したこと
     を証明する必要があり、レシート以外に、
     以下を提示できます。
　✓クレジットカード利用伝票。
　  ✓割賦払いの合意書。
　  ✓電話またはネットショッピングの注文確認書
         または受領書。

❺ネットショッピングで買った商品に欠陥が
     あった場合、いかにして権利を主張する
      か？
   ⓵ネットで業者から商品を購入した場合、
       上 述 の 権 利 を主 張できるのに加えて、
       消 費 者 は 消 費 者 保 護 法により、 商 品の
       受 領 から7 日 以 内 なら ば、 商 品 を返 品
       でき、 或 いは 、 書 面で通 知して契 約 を
       解 除でき、 理 由 を説 明する必 要 なく、
       かついか なる費 用 も負 担する必 要 は あ
       りません。た だし、 ネットで購 入した
       商 品また は 役 務 が 「 営 業 所 外 契 約 解
       除 権 にお ける例 外 適 用 が 認 められる
       場 合 の 準 則 」 に適 合する場 合 、 消 費
       者 は 7 日 間 の 契 約 解 除 権 を主 張できま
       せん。

   ⓶なお、ネット上での取 引において消 費
       者と業者間に法的関係が存在しない場
       合 、 消 費 者 保 護 法 は 適 用されません。

消費者が権利の主張を適用
できる状況

❶ 購入後すぐに商品の瑕疵を発見した場合
　⓵交換（返品）を主張できる状況：
　　✓具備すべき合理的な機能を有していない
         （例：家電が正常に動作しない）。
　　✓欠陥がある（例：家電のタイマーのダイ
          ヤルが脱落した）。
　　✓安全性に問題がある（例：家電が動作中
          に火花が散る）。
　　✓商品の機能と、販売担当者が述 べた機能
          が一致しない。
　　✓購入前に本人の要望を販売担当者に告げ
          ていたが、実際に使ってみると、商品が要
          望に適合しない。

　⓶交換（返品）を主張できない状況：
　　✓購入前、商品の欠陥について業者が告知
          または明示していた場合。
　　✓購入前に商品を検査済みだったが、発見
          が容易な欠陥を発見できなかった場合。

�

❷ 購入した販促商品（割引品、サンプル、
季節はずれ）、中古商品に瑕疵があった場
合、いかなる権利を主張できるか？
　    ⓵購 入した 販 促 商 品 、 中 古 商 品 に瑕 疵
           があった場合、正規の値段の商品と同
           様、消費者は返品（交換）する権利が
           あります。したがって、業者による「
           販売済み商品については返金できませ
           ん」との標示は無効です。
　       ⓶しかし、商品の欠陥について業者が
              消費者に告知していた場合、または
              検査すれ ば商品に欠陥があることを
              容易に発見できていた場合、消費者
              は商品の返品（交換）を要求できせ
              ん。
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